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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月10日(2012.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信機によって行われるｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕ
ｅｓｔ（ＨＡＲＱ）方式を用いたデータ伝送の方法であって、
　前記方法は、
　データを受信機に伝送することと、
　前記データに関する肯定（ＡＣＫ）信号を前記受信機から受信することと、
　前記ＡＣＫ信号が前記受信機からのアップリンクグラントなしで受信される場合に、Ｈ
ＡＲＱバッファ内に前記データを保管することと
　を含む、方法。
【請求項２】
　測定間隔が存在するか否かを決定することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データは、ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ（ＭＡＣ　ＰＤＵ）である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＡＣＫ信号が前記アップリンクグラントなしで受信される場合に、現在の伝送の回
数を一つ（１）ずつ増加させることをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アップリンクグランドが受信される場合に、増分冗長バージョンが前記アップリン
クグラントによって示されるように設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　現在の伝送の回数が、前記データの伝送の最大回数に等しくなる場合に前記ＨＡＲＱバ
ッファをフラッシュすることをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　全ての論理チャネルおよびＨＡＲＱプロセスに適用される伝送の最大回数を設定するこ
とをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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　ＨＡＲＱプロセスが決定された後に、現在の伝送の回数をゼロ（０）に初期化すること
をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ（ＨＡＲＱ）方式
を用いたデータ伝送のための送信機であって、
　前記送信機は、無線ユニットを備え、前記無線ユニットは、
　データを受信機に伝送することと、
　前記データに関する肯定（ＡＣＫ）信号を前記受信機から受信することと、
　前記ＡＣＫ信号が前記受信機からのアップリンクグラントなしで受信される場合に、Ｈ
ＡＲＱバッファ内に前記データを保管することと
　を行うように構成される、送信機。
【請求項１０】
　前記無線ユニットは、測定間隔が存在するか否かを決定することを行うようにさらに構
成される、請求項９に記載の送信機。
【請求項１１】
　前記データは、ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ（ＭＡＣ　ＰＤＵ）である、請求項９に記載の送信機。
【請求項１２】
　前記無線ユニットは、前記ＡＣＫ信号が前記アップリンクグラントなしで受信される場
合に、現在の伝送の回数を一つ（１）ずつ増加させるようにさらに構成される、請求項９
に記載の送信機。
【請求項１３】
　前記アップリンクグランドが受信される場合に、増分冗長バージョンが前記アップリン
クグラントによって示されるように設定される、請求項９に記載の送信機。
【請求項１４】
　前記無線ユニットは、現在の伝送の回数が、前記データの伝送の最大回数に等しくなる
場合に前記ＨＡＲＱバッファをフラッシュするようにさらに構成される、請求項１２に記
載の送信機。
【請求項１５】
　前記無線ユニットは、全ての論理チャネルおよびＨＡＲＱプロセスに適用される伝送の
最大回数を設定するようにさらに構成される、請求項１４に記載の送信機。
【請求項１６】
　前記無線ユニットは、ＨＡＲＱプロセスが決定された後に、現在の伝送の回数をゼロ（
０）に初期化するようにさらに構成される、請求項９に記載の送信機。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の一態様によると，　ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅ
ａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を用いるデータ伝送方は、アップリンクデータを伝送する段階，
　前記アップリンクデータに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信する段階，　前記ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ信号である場合、ＨＡＲＱバッファに前記アップリンクデータを
保管する段階，　及び、前記アップリンクデータの再伝送のためのアップリンクスケジュ
ーリング情報が受信される場合、前記アップリンクデータを再伝送する段階を含む。本発
明の他の態様によると、ＨＡＲＱを用いるデータ伝送方法は、アップリンクデータを伝送
する段階，　前記アップリンクデータに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信する段階，　
前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信した後、前記アップリンクデータをＨＡＲＱバッファに
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保管する段階，　及び、もし、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ信号であり、如何なる
アップリンクスケジューリング情報も受信されないと、前記アップリンクデータの再伝送
を保留（ｓｕｓｐｅｎｄ）し、もし、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＮＡＣＫ信号であり、
如何なるアップリンクスケジューリング情報も受信されないと、前記アップリンクデータ
を再伝送する段階を含む。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を用
いるデータ伝送方法において、
　アップリンクデータを伝送する段階；
　上記アップリンクデータに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信する段階；
　上記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ信号である場合、ＨＡＲＱバッファに上記アップリ
ンクデータを保管する段階；及び、
　上記アップリンクデータの再伝送のためのアップリンクスケジューリング情報が受信さ
れる場合、上記アップリンクデータを再伝送する段階；
　を含むデータ伝送方法。
（項目２）
　上記アップリンクスケジューリング情報は、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎ
ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して伝送される、項目１に記載のデー
タ伝送方法。
（項目３）
　上記アップリンクデータは、ＭＡＣ　ＰＤＵ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）である
、項目１に記載のデータ伝送方法。
（項目４）
　上記アップリンクスケジューリング情報は、新規データ指示子（Ｎｅｗ　Ｄａｔａ　Ｉ
ｎｉｄｉｃａｔｏｒ；ＮＤＩ）を含み、上記新規データ指示子は、再伝送を指示する、項
目１に記載のデータ伝送方法。
（項目５）
　上記アップリンクスケジューリング情報は、重複バージョン（Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　
Ｖｅｒｓｉｏｎ；ＲＶ）を含み、上記重複バージョンは、再伝送バージョンを指示する、
項目１に記載のデータ伝送方法。
（項目６）
　新規アップリンクデータのための上記アップリンクスケジューリング情報が受信される
と、上記ＨＡＲＱバッファをフラッシ（ｆｌｕｓｈ）する段階をさらに含む、項目１に記
載のデータ伝送方法。
（項目７）
　上記ＨＡＲＱバッファが空いていない、或いは上記アップリンクデータの再伝送のため
の如何なるアップリンクスケジューリング情報も受信されない場合、上記アップリンクデ
ータの現在伝送回数を増加させる段階をさらに含み、
　上記アップリンクデータの現在伝送回数は、上記ＨＡＲＱバッファに現在存在する上記
アップリンクデータに対して発生する伝送の回数を指示する、項目１に記載のデータ伝送
方法。
（項目８）
　上記ＨＡＲＱバッファをフラッシングした後、上記現在伝送回数を０に初期化する段階
をさらに含む、項目７に記載のデータ伝送方法。
（項目９）
　上記現在伝送回数が最大伝送回数と同一である場合、上記ＨＡＲＱバッファをフラッシ
する段階をさらに含む、項目７に記載のデータ伝送方法。
（項目１０）
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　ＨＡＲＱを用いるデータ伝送方法において、
　アップリンクデータを伝送する段階；
　上記アップリンクデータに関するＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信する段階；
　上記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号を受信した後、上記アップリンクデータをＨＡＲＱバッファ
に保管する段階；及び、
　もし、上記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＡＣＫ信号であり、如何なるアップリンクスケジュ
ーリング情報も受信されないと、上記アップリンクデータの再伝送を保留（ｓｕｓｐｅｎ
ｄ）し、もし、上記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ信号がＮＡＣＫ信号であり、如何なるアップリンク
スケジューリング情報も受信されないと、上記アップリンクデータを再伝送する段階；
を含む、データ伝送方法。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１１】


	header
	written-amendment

